
今年度の取組

家庭 学校 地域

場や相手に応じて，正しい言葉遣いで話す児童を育てる。 進んで発表したり，分かりやすく書いたりする児童を育てる。

協働型学校評価重点目標

思いやりのある子ども たくましい子ども 自ら学ぶ子ども
○笑顔のあいさつ

○場に応じた言葉遣い

○力と気持ちをあわせた活動

○最後までやり抜く力

○健康な体づくり

○安全な生活

○学習規律の確立

○考えの言語化

○家庭学習の継続

認め合う学級づくり 道徳の授業の充実 いじめ防止対策 運動の日常化

友達の良さや頑張りを認め

協力する心の育成
考え・話し合う道徳の授業実践 情報収集と早期発見 外遊びの奨励と運動環境の整備

生活習慣の確立 食育の推進 「つば小スタンダードの定着」

「グッスリすいみんデー」等の

啓発活動

望ましい食習慣の形成 定着までの根気強い指導

◆地元の食材を使っ

た給食

◆学童農園での栽培

活動

◆地域の方への感謝

の会

◆学校防犯ボランティ

アの皆様との連携

◆体力の向上を図る業

間マラソン，縄跳び

◆自主性を育む「つば

キッズまつり」

地域とともに歩む

目指す児童像

分かる授業の実践

授業実践についての情報交換


